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[Abstract]
This paper presents P F 2 .5GeV linac o p e r a t o r 1s console Display 

system. The system consists of a Broad-band network, DS-Link net­

work, video processor and w o r k - s t a t i o n s .

放射光実験施設加速器用多重映像伝送システム

はじめに
放 射 光 実 験 施 設 の 加 速 器 の 制 御 は マ ン■マ シ ン • インターフェースとしてC R T 、I T V  

モニターを表示装置とし、タ ッ チ •パネルを入力デバイスとして運転、操作 し て い る 。
加 速 器 の 運 転 に お い て I T V モニターはリアルタイム性、高 密 度 情 報 伝 送 、その他の点で 

捨てがたい有効なモニターである 。
これま で は コ ン ピ ュ ー タ ー 画 面 と I T V 等の映像画面は独立表示系であったe 実際の運 

転でこれらを同一画面上で同等に扱い、処理する事は操作性を向上させる上で大変有効であ 
る。 これらの目的等を達成するために多重映像伝送システムを導入しているので報告する<

構成
既存の制御システム[1、2]に加えて、1 9  8 

7 年 9 月 に は D S —  L і п кシステム[3] を 

加速器制御表示系に付加し機能拡張、性能の 
向上を図ってきた.

今回の多重映像伝送システムはこれまでの 

システムに付加することで加速器の運転操作 

系統を更 に 機 能 的 に し 、運転性を良くするも 
の で あ る 。そ の 構 成 を 図 一 1 に示す。

こ の 8 月期 の 定 期 マ シ ン •シャ ッ ト ダ ウ ン  
に は 、ブ ロ ー ド バ ン ド•ネットワークシステ 

ム と ビ デ オ ■プロセッサーが導入され、既存 
のシステムにリンクするため現在プログラム 

の 変 更 、開発中である 。 1 0 月期からは運 

転に入る予定であるト
ブロー ド •バ ン ド ■ネットワークの構成は、

同軸幹 線 、ヘ ッ ドエンド装置、監 視 端 末 、
I T V 監 視 端 末 、チューナーから成る。

ブロ一 ド •バ ン ド • ネットワ一クからチュ 

ーナ一で選択されたチャンネルの映像信号は 
D S —  L i n k ネットワーク上のコンピュー 
夕 一 画 面 と 合 成 す る た め に ビ デ オ • プロセッ 

サ 一 に 接 続 さ れ る （図 一 2 ) •加速 器 の オ ペ  
レー夕一はコンピューターが作る画面と自由 
に I T V などの自然画を合成させ、処理する 

ことが可能である。

2 . D S -  L к

ほぼ一年の運転実績をもち、現在稼働して 

いる制御卓用表示系のネットワークである。
物理的にはイーサネットであり、富士通の 

プロトコルを持つサ ー バ ー システムのネット



ワークである。 一 か ら の 静 止 画 、音声を取り込むことが出来

コンソール用4 台 （主 制 御 室 ）と陽電子制 
御 室 用 3 台 、G / W ステーション、サ ー バ ー 、 

そして複数台の開発ステ一ション、モニター 
用ステ一 シ ョ ン か ら な る • D S —  L  i  n к  

ネ ッ ト ワ ー ク に は G / W  (Gateway)を介し 
てミニコンのネッ卜ワークからのデ一夕がプ 

ロ トコル変換される。
本 ネ ッ ト ワ ー ク 上 で は 、С言 語 、 F / B A  

S I C — H G , アッセンブラー言語等によっ 

て ア プ リ ケ ー シ ョ ン ■ブログラムが書かれて 
い る 。

各 プ ロ グ ラ ム は 構 造 化 さ れ ブ ロ グ ラ ム •

チエインによってオペレー夕は次々と必要な 
プログラムを入れ替えていくことが出来る。

本 体 内 増 設 メ モ リ ー は2 M B で多くのプロ 

グ ラ ムは常駐出来るが、基 本 的 に す べ て の  
プログラムは サ ー バ ー か ら 呼 び出す事になる。 

そ れ ぞ れ の プ ロ グ ラ ム は 数1 О К В程度であ 

るためブロ グ ラ ム •チ エ イ ン も 十 分 実 用 的 な 

速 度 に 達 し て い る 。

3 . ビ デ オ • プ ロ ッ セ サ ー （V P  )

I T V 映 像 やV T R な ど の 動 画 、スキャナ

ると同 時に記 録可能 な装置であ る。
内部に ブ ロ セ ッサ一を持ちコ ン ピ ュ ー タ ー  

画 面の 文字 やグ ラ フ ィ ッ ク と 動 画 、静止画を 

合 成 表 示 し た り 、動 画 をリア ルタ イム で拡 大、 
縮 小 、マル チ表 示等 の機 能を 持つ 。 従って 
ビ ー ム の ア ロ フ ア イ ル の T V 画 像 な ど が 自由 

に 処 理出 来る こど にな る。
V P の す ベ て の 操 作 は ド 恥 尺 か ら 人 3 0  

I I によ るコマ ンド を受け て動作する 。 主 
なス ペック を 以 下 に 記 す 。

表 示 可 能 ド ッ ト 数 1 2 8 0 X 4 0 0  ( N T  

S C 時 6 4  0 X 4  0 0 ) 、色 1 6 7 0 万 色 、 
デ ジ 夕 ルR G B 十同期信号入 力、アナ ロ グR 

G В + 同 期 信 号 出 力 （水 平 2 4 •3 7 К Н z ， 

垂 直 5 5 . 4 H z ) , 内 蔵 メ モ リ 1 . 5 М В、 

R S  2 3 2 C ，G Р— I В，S СS I 等を有 

し、富 士 通 F M R シリーズに適合するように 

した。

4 • ブ ロ 一  ドノマンド•ネット

ミッドスプリット方式で伝送帯域は、上り 
ІО- l l O M H z 、下 り 17 0 4 5 0 M H  z で 、 そ 
れ ぞ れ 1 0 チ ャ ン ネ ル 、 3 0 チャンネルを有 

す る 。

(図 一 1 )



本ネットワーク幹線の敷設経路は、 2 . 5  

G e V 線 型 加 速 器 棟 、陽電子加速器棟、光源 

楝に渡り減衰補償のため随所に増幅器が設置 
される。必要箇所に分配器を取り付ける。
4 一 1 ) へッ ドエンド

混 合 器 、変 調 器 （6 台 ）、複 調 器 （4 台 ） 
、画面 分 割 ユ ニ ッ ト 、監視端末から成り 
上りと下りチャンネルを一本の同軸ケー 
ブルにのせ双方向伝送を行なう。 その 
チ ャ ン ネ ル 配 列 を 図 一 3 に 示す 。画面分 
割 ユ ニ ッ ト は 4 画面を重ね合わせるこ 

どが出来それを変調器に入力出来る•

ネットワークの監視もこのへッドエンド 

から 行 な う .

4 一 2 ) I T V 監視端末
1 T V カメラの映像信号を変調し上り信 
号としてブロ一 ドバンドネッ トワーグに 

の せ る。I T V カメラの操作はヘッドエ 

ンドからも行なう事が出来る。
4 —  3 ) チューナ一

下り信号を選択的に取り出し、モニター 
T V に 映 す 。 又 、そ の操作はR S 2 3

2 Сに て F M R か ら A S С I I 文字列コ 

マンドによってコントロールできる。

(図 - 3 )
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